
 

 

 

 

 

 

 

                                          

 浜坂東小では１月８日（木）に校内書初め会を実施しました。事初めは年明け２日目に行うため、学校では

始業式から２日目に全校生で行いました。１年の抱負や計画やおめでたい言葉をしたため、目標達成を祈りな

がら書き初めを実施しました。低学年はマジックチョークで「ふじ山」「大きなゆめ」、中学年は毛筆で「友だ

ち」「明るい心」、高学年は「新しい風」「将来の夢」という題材で心を落ち着かせて集中して書き上げました。

書写の学習や冬休みの練習の成果を発揮したのびのびとした作品に仕上がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 １月１６日（金）に阪神淡路大震災「１・１７追悼のつどい」を全校生で行いました。全員で黙祷を行った

後、改めて当時の震災について映像を見ながら振り返りました。震災発生から３１年も経過したことから、語

り継ぐことが年々重要視されています。特に兵庫県では防災教育に力を入れ、震災以降年間指導計画に防災学

習を入れて学習を積み重ねています。集会の最後に震災後に作られた「しあわせ運べるように」を心を込めて

全員で合唱しました。 

１月６日には島根県東部にて震度５強の地震がありました。ほとんどの児童が

体感しておりました。地震はいつどこで発生するか分かりません。地震を他人事で

はなく、それぞれ自分事として考えることが大切です。集会を通して、人の命の大

切さや地震についての知識、そしてこれからの防災について考え学ぶことができ

ました。 

  

 大寒に入り、文字通り寒波の到来により節分過ぎまで寒さが続きました。１月２２日は大雪警報発令に伴い

臨時休業、２月９日は大雪により臨時休業としました。東小児童は、寒さに負けず雪の中を登下校し、学校で

は雪遊びをして楽しんだり、深く積もった運動場を全力で走り回ったりして雪を楽しんでいました。大雪にな

ると除雪作業など生活する上では大変ですが、子どもたちはしっかりと楽しみながら学校生活を過ごしてい

ます。 

１月２９日（木）に香美町のおじろスキー場にて全校生でスキー教室を実施しました。ゲレンデは当日も降

雪があり、非常に良いコンディションでスキー実習を行うことができました。 

 児童は７つの班に分かれ、それぞれの班でスキーの技術の向上やスキーの楽しさを味わえるよう、各班のコ

ーチに指導してもらいました。今年は保護者の皆様と外部指導者コーチの皆様合わせて８名の協力者をお願

いすることができ、児童にきめ細かく充実した指導体制で実施することができました。スキー靴を履く段階か

らの初心者から、リフトに乗り頂上からボーゲンやシュテムターンで滑る上級者まで、それぞれの班に合った
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２月の行事予定                       

２日（月）委員会                    １７日（火) クラブ活動 

３日（火）全校朝会                   １８日（水) 卒業写真撮影 

５日（木）弁当日（スキー予備日）             １９日（木) お話レストラン 

６日（金）３年社会見学（浜坂方面）、浜坂東小入学説明会 ２０日（金）東小新１年体験入学 

１０日（火）児童朝会                                   うち読週間～２７日 

１２日（木）東小こども教室、お話レストラン        ２４日（火）音楽朝会、代表委員会 

１３日（金）児童会「節分集会」                      ２６日（木）東小学校運営協議会 

１６日（月) 登校指導（職員）、参観日、採用前スクール         お話レストラン 

※「チャレンジなわとび」２日（月）、４日（水） 

指導をしていただきました。帰りの閉校式では「楽しかった。」とうれしい声が聞かれました。但馬ならでは

の冬のスポーツを満喫した１日となりました。お世話になった保護者の皆様、外部指導者の皆様、本当にあり

がとうございました。これからもスキーやスノーボードなど、冬のスポーツを楽しんでほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 １月１３日（火）の全校朝会にて地域の先人である七理重恵先生について児童と職

員で学び合いました。東小校長室には「春くさの もゆる思いをひたぶるに まなび

の道に ささげよや きみ」（昭和２６年８月）という七理紫水先生の教師の心をよ ＜東小校長室の短歌＞ 

む歌が飾られています。七理先生は高末に生まれ、明治２０年～昭和４０年に歌人としてまた日本と中国の親

善に生涯をささげた先人であります。久斗小学校を卒業し、高末尋常小学校の教員もされました。その後、御

影師範（現神戸大学）に入学し、学業に精励しました。大学の図書室の本を全て読んだ生徒は重恵だけと言わ

れているほどです。日本大学講師や法政大学教授も歴任されました。その頃から歌人としての才能を発揮し論

文、叙事文、抒情文、短歌、俳句などを投稿し入選作品を多く残しました。また、重恵先生は校歌や町歌など

の作詞を多く依頼され、浜坂町歌、久斗小学校歌、赤崎小学校歌、大庭中学校歌などを数多く作詞しています。 

 さらに重恵先生は、中国との親善と文化交流を推進し「留学生の会」を創設し、昭和４０年まで会長として

尽力しました。その後、日中友好は昭和４７年に国交回復が達成され重恵が努力した苦労が報いられました。 

 そして、昭和５８年高末地区により顕彰碑が重恵の生誕地に建立され、その遺徳を伝えて

います 

 校区には偉大な功績を残した先人が多くいます。これからも地域の先人について学び、自

分の在りたい未来に向けて生き方を考えていきたいと思います。   

〈高末ふれあい広場 顕彰碑〉 

 

  

 

 

 

 

～お知らせ～ 

 浜坂東小学校がこの度、学校保健の取組で令和７年度兵庫県学校歯科保健「優秀校」を受賞しました。

この賞は県下で２番目にあたる賞です。これまで学校のみではなく家庭や保護者の皆様にも歯科に対する

理解やご協力が成果となり継続されてきた結果だといえます。今後も保健室、児童会活動、家庭と連携し

ながら歯科保健の実践を続けていきます。 


